
 

 

平成２７年度使用教科用図書の採択について 

 

 

小 中 学 校 課 

特別支援教育課 

高 等 学 校 課 

 

１ 市町村教育委員会における採択の概要 

  県教科用図書選定審議会の答申をもとに、県教育委員会が指導・助言を行い、東部・中

部・西部ごとの採択地区協議会での協議を経て、平成２７年度使用小学校用教科書目録に

掲載された教科書の中から、市町村教育委員会が採択した。採択結果については、別添資

料１のとおりである。 

  なお、中学校については、平成２７年度が採択の年度に当たる。 

 

２ 県教育委員会における採択の概要 

（１）県立高等学校、県立特別支援学校（視覚障がい、聴覚障がい、病弱、肢体不自由）の高

等部 

県立高等学校（県立特別支援学校の高等部を含む。）が選定した教科書の採択希望に基

づき、平成２７年度使用高等学校用教科書目録に掲載された教科書の中から、以下のとお

り採択した。採択した教科書の詳細については、別添資料２のとおりである。 
第１部は、新学習指導要領（平成２１年文部科学省告示第３４号）に基づいて編集され

た教科書、第２部は従来の学習指導要領（平成１１年文部省告示第５８号）に基づいて編

集された教科書である。 
 

   区分 本県の採択点数 目録掲載点数 

第１部 ５０１点（４２２点） ６９１点（６０９点） 

第２部 ３点（３０５点） ３４９点（７３３点） 

小 計 ５０４点（７２７点） １，０４０点（１，３４２点） 
 ※（ ）内は昨年度の数（以下同様） 
 
また、従来の学習指導要領の適用を受ける生徒が使用する教科書において、前年度以前

から継続して使用するが平成２７年度使用高等学校用教科書目録にはない教科書があり、

その教科書を掲載した平成２６年度使用高等学校用教科書目録からも、以下のとおり採択

した。 
 

区分 本県の採択点数 目録掲載点数 

第２部 １点 ７３３点 

 

（２）県立特別支援学校〔小・中学部、高等部（知的障がい特別支援学校及びその他の特別支

援学校の重複障がい学級）〕 

個々の児童生徒の実態に応じて教科書を選定し、以下のとおり採択した。 

 

① 検定教科書…小学校用及び中学校用教科書目録の中から採択 

区  分 本県の採択点数 目録掲載点数 

小学校 ６９点（８１点） ２５３点（２８０点） 

中学校 ４２点（４９点） １３１点（１３１点） 

※ 所在地域の市町村立小中学校が使用する教科書から採択 



 

 

② 文部科学省著作教科書…特別支援学校用（小・中学部）教科書目録の中から採択 

〔特別支援学校視覚障がい者用（点字版）、特別支援学校聴覚障がい者用、特別支援 

学校知的障がい者用等〕 

区     分 本県の採択点数 目録掲載点数 

特別支援学校視覚障がい者用 
小学部 １２６点（８１点） １２６点（８１点） 

中学部 １０９点（１０９点） １０９点（１０９点） 

特別支援学校聴覚障がい者用 
小学部 ９点（８点） １５点（１５点） 

中学部 １点（１点） １点（１点） 

特別支援学校知的障がい者用 
小学部 ４点（６点） １０点（１０点） 

中学部 ３点（３点） ３点（３点） 

合  計 
小学部 １３９点（９５点） １５１点（１０６点） 

中学部 １１３点（１１３点） １１３点（１１３点） 

 

③学校教育法附則第９条に基づく教科書 

※ 一般図書一覧等の中から採択（高等部を含む）  ３５４点（４３２点） 

 

（３）県立学校における採択結果の特徴 

①採択した教科書について、各学校の主な選定理由は、内容が教科・科目の目標に適合し

ており、程度が生徒等の実態に即し、適当であるなどであった。 

②採択した教科書の種類が最も多い科目は「コミュニケーション英語Ⅰ」と「コミュニケ

ーション英語Ⅱ」で、それぞれ１６種類（目録掲載はそれぞれ２５種類）であった。 

③県立特別支援学校においては、各学校において生徒の障がいの実態に即した教科書採択 

を行った。一般図書の採択件数は、鳥取盲学校における点字版及び拡大版の使用が少な

いことにより、減少している。 

 


